
 北区立浮間中学校 校訓 真善美  

  学校だより 

教育目標 自ら考え正しく判断し 主体的に行動できる生徒  
               感性豊かで思いやりのある礼儀正しい生徒 

               心身ともに健康な生徒 

修学旅行に行ってきました ５／２４～２６ 奈良・京都 

１日目の奈良はあいにくの雨模様で肌寒い１日になりましたが、相変わらずの東大寺大仏の大

きさに圧倒されました。また、シカせんべいを手にした生徒を見つけては寄ってくる野生の鹿のた

くましさにも驚き、雨でも十分に体感することができました。２日目は現地ガイドと共に班ごとで

京都市内を巡り、地元の方だからこそ知っていることまで教えていただきました。６組は先生方と

金閣寺を訪ねました。３日目最終日は、半日タクシー行動で、遠く宇治の平等院や伏見稲荷などを

巡った班もありました。 

 

２日目に行われた伝統工芸体験で作った作品は１２月に予定されている展示発表会でお披露目いたします。↑ 

修学旅行を通じて学んだことは？生徒アンケートより抜粋 

人と人とのつながりの大切さ、公共の場でのマナー、時間の管理 

相手に自分の意見をしっかりと伝える大切さ、感謝の気持ちを伝えること 

ボイスリレーの重要性 

ここで一句（５名の生徒より） 

お土産の 重さがすべて 幸せだ 

清水寺 ネジがなくて 不安だな 

喜ぶかな 家族のために お土産を 

渡月橋 みんなでとった 記念写真 

鹿せんべい 持ってるだけで 人気者 

感 想 

 一番心に残ったのは、奈良公園です。予想を上回る鹿がいて、迫力がすごくて、こんな公園も 

あったんだと思いました。全員そろってみんなで楽しめました。  ６組 ○○ ○○さん 

令和７年 ６月号 

 校長  齋藤 真弓 



東京都赤十字連絡協議会に参加してきました 
 5 月 10 日（土）日本赤十字社東京都支部に中高生が集まり、学校で行

っているボランティア活動についてグループで話し合いを行いました。ま

た、災害時に何をすべきか、どんなものを持っていくべきかについても講

義やグループワークで理解を深めることができました。特に印象深かった

のは、災害時シミュレーション（地震が起きて避難所に行く場合の持ち物

を話し合いで決める。）での司会の方の言葉です。状況や家族構成などに

よって必要なものは変わってくるが、何も準備をしていないのならば早く

その場から避難し命の安全を確保するのが一番良いと話してくださいまし

た。私は、普段から災害に備えることが大切だと改めて感じることができ

ました。危機感を高めるとともに災害やボランティア活動の知識を増やす

ことができて良い機会になりました。次回も参加したいと思います。 

生徒会役員 ２年 ○○ ○○ 

 

闇バイトの手口を疑似体験してきました 

私は今回、「レイの失踪」というイベントに参加して、なぜ若者が簡単に闇バイトに手を出してしまう

のかを体験することができました。増え続けている闇バイトの逮捕者の８割は１０代や２０代だそうで

す。つまり、私たちの誰もが闇バイトに巻き込まれる可能性があるということです。SNS は気軽に人と交

流することができますが、裏を返せば簡単に騙されてしまうということなのです。私は今回の学びを通し

て、知り合いだからといって油断してはいけないということを周りの人に伝えていきたいです。 

                              生徒会副会長２年 ○○ ○○ 

昼休みの校庭 
この日は３０度を越える夏日になりまし

たが、昼休みの校庭ではボール遊びをす

る生徒たちで賑わっていました。「先生

もおいでよ！」と誘われ、先生方や教育

実習生の○○先生も生徒たちとボール遊

びで楽しいひとときを共にしました。 

 
給食の空豆 栄養士木村先生から空に向かって育つから「そら

豆」という名前の由来とサヤむきの指導を受け、６組の生徒たちがサヤ

をむいてくれました。たくさんあると感じたそら豆も、サヤをむいてみ

てその量の少なさに驚いた様子でした。今が旬の空豆です。おいしくい

ただきました。 

  

2学年の先生 

１房に２，３粒しか入っていないため全校生徒、職

員分を提供するために５００房をむいてもらいまし

た。６組のみなさん、ありがとう！ 


